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広報 2令和５年５月号

つ な ん じ か ん

町では津南音声訳の会に広報つなんの音声訳を委託しています。
お聞きになりたいかたはホームページをご覧いただくか、詳しくは総務課（℡ 765-3112）までお問い合わせください。

笹沢少年消防クラブが消防庁長官賞を受賞

津南町の笹沢少年消防クラブが

日頃の活動の成果を評価され

消防庁長官賞を受賞しました

また、指導者の 3 名が総務大臣賞を受賞しました

日頃から地域に密着した防災活動や教育を

実施しています

受賞された皆様おめでとうございます
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津南病院いろいろ発見！
いきいき大好き津南町
見て・知って・得をする　かわらばん
つなんまちかどスケッチ
地域おこし協力隊だより　農業の豆知識
広報ライブラリー
つなんの文芸
ハートマッチにいがた　年金コーナー　健康体力づくり 100 日運動　議会コーナー
Tap でいこう !!　苗場山麓ジオパークかくれた魅力発見し隊！
なじょもん通信
町長の部屋 2

つ

7
な

0
ん

ちゃんねる　令和５年度 町政功労者　戸籍の窓　広報編集室
津南町の人口

regulars

10 令和６年４月採用 津南町職員募集
12 大地の芸術祭通年プログラム

　　　　　「2023年の越後妻有」 開催中！

04 令和５年度 津南町二十歳のつどい
features



広報 4令和５年５月号

特 
集
Topic

　

本
日
は
、私
た
ち
の
た
め
に
、こ
の
よ
う
な

素
晴
ら
し
い
式
典
を
開
催
し
て
く
だ
さ
り
、誠

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

共
に
学
び
合
っ
た
仲
間
と
、本
日
二
十
歳
の

つ
ど
い
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
た
事
、心
か
ら

嬉
し
く
思
い
ま
す
。ま
た
こ
の
よ
う
な
日
を
迎

え
ら
れ
た
の
は
、自
然
豊
か
で
四
季
を
感
じ
ら

れ
る
津
南
町
で
伸
び
伸
び
と
育
て
て
く
れ
た

家
族
や
地
域
の
皆
様
の
お
か
げ
で
す
。同
級
生

一
同
、心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、最
近
は
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

防
止
対
策
と
し
て
、マ
ス
ク
着
用
も
緩
和
さ
れ
、

変
化
の
あ
る
年
と
な
っ
て
い
ま
す
。私
た
ち
が

高
校
生
の
頃
か
ら
今
ま
で
、思
う
よ
う
に
学

校
生
活
を
送
る
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
で
し
た

が
、本
日
こ
の
よ
う
な
会
を
開
催
し
て
頂
け
た

こ
と
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

　

ま
た
最
近
、私
は
、テ
レ
ビ
で
津
南
町
の
雪

景
色
が
秘
境
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
の
を

見
ま
し
た
。私
は
20
年
間
津
南
町
で
育
っ
て
き

て
、除
雪
を
す
る
大
変
さ
も
理
解
し
て
お
り

ま
す
が
、そ
の
雪
が
降
る
お
か
げ
で
特
産
物
の

雪
下
人
参
や
津
南
の
水
が
有
名
に
な
っ
て
い

る
事
を
自
慢
に
思
い
ま
す
。ま
た
い
ろ
い
ろ
な

と
こ
ろ
で
津
南
の
水
を
飲
ん
で
い
る
人
が
増

え
、そ
れ
を
見
る
度
に
、地
元
は
す
ご
い
所
な

二
十
歳
の

ん
だ
な
と
再
確
認
し
、誇
り
に
思
い
ま
す
。こ

れ
か
ら
は
私
た
ち
が
、大
好
き
な
津
南
町
に

貢
献
し
、こ
れ
ま
で
の
恩
返
し
を
し
て
い
き
た

い
で
す
。

　

そ
し
て
、私
は
今
年
新
社
会
人
と
な
り
、夢

だ
っ
た
パ
テ
ィ
シ
エ
と
し
て
多
く
の
か
た
が
た

に
ケ
ー
キ
を
作
っ
て
い
ま
す
。慣
れ
な
い
事
や

覚
え
る
こ
と
が
多
く
毎
日
必
死
で
す
が
、自
分

の
夢
を
叶
え
る
こ
と
が
で
き
、日
々
や
り
が
い

を
感
じ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
夢
を
叶
え
ら
れ
た
の
は
、い
つ

も
支
え
て
く
れ
る
家
族
や
相
談
に
乗
っ
て
く

れ
る
友
達
が
い
る
か
ら
で
す
。こ
れ
か
ら
も
感

謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
、多
く
の
か
た
が
た
を

笑
顔
に
で
き
る
パ
テ
ィ
シ
エ
と
し
て
成
長
し
続

け
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

終
わ
り
に
な
り
ま
す
が
、ま
だ
ま
だ
未
熟

な
私
た
ち
で
す
。よ
り
一
層
の
ご
指
導
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、今
ま
で
支
え
て
く
れ
た
か
た

が
た
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
、二
十
歳

の
若
者
と
し
て
自
覚
あ
る
行
動
を
と
る
こ
と

を
お
約
束
し
ま
す
。

　

簡
単
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、以
上
で
二
十
歳

の
言
葉
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

代表

風
かざ

巻
まき

 奈
なづ

沙
さ

さん

Message 0 1



特集 令和５年度　津南町二十歳のつどい

5 広報 令和５年５月号

　

本
日
は
私
た
ち
の
た
め
に
、こ
の
よ
う
な
素

晴
ら
し
い
式
典
を
挙
行
し
て
頂
き
ま
し
た
こ

と
、心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。二
十
歳
と

い
う
人
生
の
大
き
な
節
目
を
、生
ま
れ
育
っ
た

ふ
る
さ
と
で
あ
る
こ
こ
津
南
町
で
迎
え
ら
れ

た
こ
と
を
大
変
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。そ
し
て
、

こ
う
し
て
こ
の
日
を
迎
え
ら
れ
た
の
は
、家
族

や
先
生
が
た
、地
域
の
か
た
が
た
、友
人
た
ち

と
多
く
の
人
の
温
か
な
支
え
に
よ
る
も
の
だ

と
心
か
ら
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　

私
は
こ
こ
津
南
の
地
で
、美
し
い
山
々
や

田
園
に
囲
ま
れ
て
育
ち
ま
し
た
。私
の
家
族

は
、い
つ
も
私
の
選
択
を
信
じ
、親
身
に
、時
に

は
厳
し
く
見
守
っ
て
く
れ
ま
し
た
。先
生
が
た

か
ら
は
、知
識
だ
け
で
は
な
く
多
く
の
経
験
を

得
る
機
会
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。そ
れ
ら
は
今
、

私
の
自
信
と
信
頼
に
な
っ
て
い
ま
す
。友
人
た

ち
と
は
、楽
し
い
と
き
も
つ
ら
い
と
き
も
、笑
い

合
い
、励
ま
し
合
い
な
が
ら
と
も
に
成
長
し
て

き
ま
し
た
。振
り
返
る
と
今
の
私
が
あ
る
の
は
、

こ
の
津
南
の
豊
か
な
環
境
と
、私
を
信
じ
て
支

え
て
く
だ
さ
っ
た
多
く
の
人
々
の
お
か
げ
だ

と
改
め
て
感
じ
ま
す
。 こ

と
ば

　

こ
の
春
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
の
規
制
が
緩
和
さ
れ
、私
た
ち
の
門

出
と
と
も
に
社
会
が
大
き
く
変
わ
っ
て
い
き

ま
す
。厳
し
い
環
境
や
困
難
が
待
ち
受
け
て
い

る
と
思
い
ま
す
。私
た
ち
は
こ
れ
か
ら
そ
れ
ぞ

れ
の
道
に
進
み
、自
分
の
力
で
そ
れ
ら
に
立
ち

向
か
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。し
か
し
私
た

ち
は
、今
ま
で
学
ん
で
き
た
こ
と
、支
え
て
く

れ
た
人
た
ち
、そ
し
て
自
分
自
身
を
信
じ
る
こ

と
で
乗
り
越
え
て
い
け
る
で
し
ょ
う
。さ
ら
に
、

ふ
る
さ
と
や
身
の
回
り
の
ひ
と
の
よ
り
豊
か

な
未
来
の
た
め
に
、学
び
を
活
か
し
、社
会
の

一
員
と
し
て
の
責
任
を
も
っ
て
励
む
こ
と
で
恩

返
し
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、ま
だ
ま
だ
未
熟

な
私
た
ち
で
す
。ど
う
か
こ
れ
か
ら
も
温
か
い

目
で
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。そ
し
て
多
く
の
か
た

が
た
へ
の
感
謝
と
、未
来
へ
の
決
意
を
胸
に
、力

強
く
歩
ん
で
い
く
こ
と
を
誓
っ
て
、代
表
の
言

葉
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

代表

渡
わた

邊
なべ

  倫
りん

さん

Message 0 2



広報 6令和５年５月号

二は

た

ち

十
歳
の
顔

令
和
五
年
度



特集 令和５年度　津南町二十歳のつどい

7 広報 令和５年５月号

　個人・集合写真は、記念品（写真の額）と合わせてお渡しし
ます。
　式典参加者には、連絡ハガキを送りますのでそのハガキを
持参し文化センターにおいでください。

■お問い合わせ
　津南町教育委員会　生涯学習班　℡ 025-765-3134



広報 8令和５年５月号

## はいチーズ ！はいチーズ ！

## チーム実行委員会チーム実行委員会
Snapshot

スナップ写真



特集 令和５年度　津南町二十歳のつどい

9 広報 令和５年５月号

## チームこばと保育園チームこばと保育園

## ビンゴビンゴ
## 景品ゲット景品ゲット



広報 10令和５年５月号

税務町民課町民班

髙橋　志さん（入庁２年目）

～
令
和
６
年
４
月
採
用
津
南
町
職
員
募
集
～

津
南
町
の「
未
来
」を
創
る
仕
事
、

　

あ
な
た
も
そ
の
一
員
に
な
り
ま
せ
ん
か
？

職員の声　

私
は
、
税
務
町
民
課
で
年
金
・
窓

口
業
務
な
ど
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

窓
口
は
「
町
の
顔
」
と
言
わ
れ
る
こ

と
が
多
い
た
め
、
常
に
お
客
様
に
あ
っ

た
わ
か
り
や
す
い
説
明
が
で
き
る
よ

う
に
、「
丁
寧
」
を
心
が
け
、
や
り
が

い
を
感
じ
な
が
ら
責
任
を
持
っ
て
業

務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

津
南
町
で
は
、
若
い
職
員
が
非
常

に
多
く
、
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
感
覚
と
柔

軟
な
思
考
を
活
か
し
て
、
即
戦
力
と

し
て
活
躍
し
て
い
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま

な
経
験
を
積
み
な
が
ら
、
住
民
の
皆

様
が
安
心
し
て
日
常
生
活
を
送
る
た

め
の
お
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
津
南
町
の
未
来
を
支

え
て
い
く
た
め
に
、
ぜ
ひ
一
緒
に
働

き
ま
し
ょ
う
！

職
種
及
び
採
用
予
定
人
数

第
１
回
職
員
採
用
試
験

　

令
和
６
年
４
月
に
採
用
す
る
津
南
町
職
員

を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

【
第
１
回
職
員
採
用
試
験
】

⑴
一
般
事
務
（
大
学
卒
業
程
度
） 

若
干
名

⑵
一
般
事
務
（
社
会
人
経
験
者
対
象
） 

若
干
名

⑶
土
木
技
師
（
大
学
卒
業
程
度
） 

１
名
程
度

⑷
土
木
技
師
（
社
会
人
経
験
者
対
象
）

 

１
名
程
度

⑸
保
育
士 

若
干
名

⑹
保
育
士
（
社
会
人
経
験
者
対
象
） 

若
干
名

⑺
保
健
師 

１
名
程
度

⑻
文
化
財
専
門
員 

１
名
程
度

【
第
２
回
職
員
採
用
試
験
】

⑴
一
般
事
務
（
高
校
卒
業
程
度
） 

 

若
干
名

⑵
土
木
技
師
（
高
校
卒
業
程
度
） 

１
名
程
度

㊟
第
１
回
の
応
募
状
況
や
採
用
状
況
に
応
じ

て
、追
加
募
集
を
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
第
２
回
職
員
採
用
試
験
の
受
験
資
格
、
試

験
日
時
及
び
会
場
、
受
験
申
込
に
つ
い
て

は
、
７
月
５
日
号
お
知
ら
せ
版
に
掲
載
予

定
で
す
。

⑴
一
般
事
務
（
大
学
卒
業
程
度
）

　

昭
和
63
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
、
学

校
教
育
法
に
よ
る
大
学
（
短
期
大
学
を
除
く
。）

を
卒
業
ま
た
は
令
和
６
年
３
月
31
日
ま
で
に

卒
業
見
込
み
の
者

⑵
一
般
事
務
（
社
会
人
経
験
者
対
象
）

　

昭
和
48
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
63
年
４
月

１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者
で
、
民
間
企
業
等

に
お
け
る
職
務
経
験
の
期
間
が
令
和
５
年
６

月
末
現
在
で
５
年
以
上
あ
る
者

⑶
土
木
技
師
（
大
学
卒
業
程
度
）

　

昭
和
63
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
、
学

校
教
育
法
に
よ
る
大
学
（
短
期
大
学
を
除
く
）

の
土
木
の
専
門
課
程
を
履
修
ま
た
は
令
和
６

年
３
月
31
日
ま
で
に
履
修
見
込
み
の
者

⑷
土
木
技
師
（
社
会
人
経
験
者
対
象
）

　

昭
和
43
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
63
年
４
月

１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者
で
、
民
間
企
業
等

に
お
け
る
土
木
の
専
門
職
務
経
験
の
期
間
が

令
和
５
年
６
月
末
現
在
で
５
年
以
上
あ
る
者

⑸
保
育
士

　

平
成
５
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
、
保

育
士
の
資
格
を
有
す
る
者
ま
た
は
令
和
６
年

３
月
31
日
ま
で
に
同
資
格
取
得
見
込
み
の
者

⑹
保
育
士
（
社
会
人
経
験
者
対
象
）

　

昭
和
48
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
５
年
４
月

１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者
で
、
保
育
士
の
資

格
を
有
し
、
保
育
施
設
な
ど
に
お
け
る
保
育

１ 

受
験
資
格



11 広報 令和５年５月号

【
社
会
人
経
験
者
対
象
を
除
く
一
般
事
務
、

土
木
技
師
、
保
育
士
及
び
保
健
師
】

⑴
第
１
次
試
験
（
筆
記
試
験
）

①
対
象
者　

社
会
人
経
験
者
対
象
を
除
く
一

般
事
務
、
土
木
技
師
、
保
育
士
及
び
保
健

師
の
受
験
申
込
者

②
期
日　

令
和
５
年
７
月
９
日
㈰

③
試
験
場　

新
潟
県
自
治
会
館
（
新
潟
市
中

央
区
新
光
町
４
‐
１
）

④
試
験
の
方
法

ア
、
教
養
試
験　

地
方
公
務
員
と
し
て
必
要

な
一
般
的
知
識
及
び
知
能
に
つ
い
て
択

一
式
筆
記
試
験
を
行
い
ま
す
。

イ
、
専
門
試
験　

専
門
知
識
及
び
能
力
に
つ

い
て
択
一
式
筆
記
試
験
を
行
い
ま
す
。

ウ
、
性
格
特
性
検
査　

職
務
及
び
職
場
へ
の

適
応
性
に
つ
い
て
択
一
式
検
査
を
行
い

ま
す
。

㊟
教
養
試
験
及
び
専
門
試
験
の
科
目
別
の
出

題
分
野
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

・
教
養
試
験

　

時
事
、
社
会
・
人
文
及
び
自
然
に
関
す
る
一

般
知
識
並
び
に
文
章
理
解
、
判
断
・
数
的
推
理
、

資
料
解
釈
に
関
す
る
能
力
を
問
う
問
題

・
専
門
試
験

（
一
般
事
務
）
政
治
学
、
行
政
学
、
憲
法
、

行
政
法
、
民
法
、
経
済
学
、
財
政
学
、
社
会

政
策
及
び
国
際
関
係

（
土
木
技
師
）
数
学
・
物
理
、
応
用
力
学
、

水
理
学
、
土
質
工
学
、
測
量
、
土
木
計
画
（
都

市
計
画
を
含
む
。）
及
び
材
料
・
施
工

（
保
育
士
）
社
会
福
祉
、
児
童
家
庭
福
祉
（
社

会
的
養
護
を
含
む
。）、
保
育
の
心
理
学
、
保
育

原
理
、
保
育
内
容
及
び
子
ど
も
の
保
健
（
精

神
保
健
を
含
む
。）

（
保
健
師
）
公
衆
衛
生
看
護
学
、
疫
学
、
保

健
統
計
学
及
び
保
健
医
療
福
祉
行
政
論

⑤
合
格
発
表　

８
月
上
旬
に
決
定
し
、
受
験

者
全
員
に
結
果
を
通
知
し
ま
す
。

⑵
第
２
次
試
験
（
面
接
試
験
）

①
対
象
者　

社
会
人
経
験
者
対
象
を
除
く
一

般
事
務
、
土
木
技
師
、
保
育
士
及
び
保
健

師
の
第
１
次
試
験
合
格
者

②
期
日
等　

８
月
下
旬
に
津
南
町
役
場
で
実

施
す
る
予
定
で
す
。
試
験
の
日
時
、
場
所

等
に
つ
い
て
は
、
決
定
次
第
対
象
者
に
通

知
し
ま
す
。

【
社
会
人
経
験
者
対
象
の
一
般
事
務
、
土
木

技
師
、
保
育
士
及
び
文
化
財
専
門
員
】

⑴
第
１
次
試
験
（
小
論
文
試
験
）

①
対
象
者　

社
会
人
経
験
者
対
象
の
一
般
事

務
、
土
木
技
師
、
保
育
士
及
び
文
化
財
専

門
員
の
受
験
申
込
者

②
期
日　

令
和
５
年
７
月
９
日
㈰

③
試
験
場　

津
南
町
役
場
（
新
潟
県
中
魚
沼
郡

津
南
町
大
字
下
船
渡
戊
５
８
５
番
地
）

④
試
験
の
方
法　

テ
ー
マ
に
基
づ
く
記
述
式

に
よ
る
小
論
文
試
験
を
行
い
ま
す
。

⑤
合
格
発
表　

８
月
上
旬
に
決
定
し
、
受
験

者
全
員
に
結
果
を
通
知
し
ま
す
。

⑵
第
２
次
試
験
（
面
接
試
験
）

①
対
象
者　

社
会
人
経
験
者
対
象
の
一
般
事

務
、
土
木
技
師
、
保
育
士
及
び
文
化
財
専

門
員
の
第
１
次
試
験
合
格
者

⑴
申
込
期
間

　

５
月
22
日
㈪
～
６
月
12
日
㈪

㊟
１　

郵
送
の
場
合
は
、
６
月
12
日
必
着
分

ま
で
受
け
付
け
ま
す
。

　

２　

持
参
の
場
合
は
、
午
前
８
時
30
分
か

ら
午
後
５
時
15
分
ま
で
（
た
だ
し
、土
・

日
曜
日
及
び
祝
祭
日
を
除
き
ま
す
。）
受

け
付
け
ま
す
。

⑵
申
込
場
所　

津
南
町
役
場　

総
務
課

⑴
申
込
書
の
請
求
先

　

津
南
町
役
場　

総
務
課
総
務
班

　

〒
９
４
９
‐
８
２
９
２

　

新
潟
県
中
魚
沼
郡
津
南
町
大
字
下
船
渡
戊

　

５
８
５
番
地

　

℡
０
２
５
‐
７
６
５
‐
３
１
１
２

※
津
南
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
様
式
を
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

⑵
申
込
方
法

　

受
験
申
込
書
に
所
要
事
項
を
記
入
、
押
印

し
、
写
真
（
縦
４
㎝
、
横
３
㎝
）
１
枚
を
貼
り
、

他
に
２
枚
を
添
付
し
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

総
務
課　

総
務
班

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
２
（
内
線
２
２
２
）

職
務
経
験
の
期
間
が
令
和
５
年
６
月
末
現
在

で
５
年
以
上
あ
る
者

⑺
保
健
師

　

平
成
５
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
、
保

健
師
の
資
格
を
有
す
る
者
ま
た
は
令
和
６
年

３
月
31
日
ま
で
に
同
資
格
取
得
見
込
み
の
者

⑻
文
化
財
専
門
員

　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者

①
昭
和
43
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
者

で
、
大
学
ま
た
は
大
学
院
に
お
い
て
考
古

学
の
専
門
課
程
を
履
修
し
た
者

②
昭
和
43
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
者

で
、
学
芸
員
の
資
格
を
有
す
る
者
ま
た
は

令
和
６
年
３
月
31
日
ま
で
に
同
資
格
取
得

見
込
み
の
者

⑼
ど
の
職
種
と
も
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当

　

す
る
者
は
受
験
で
き
ま
せ
ん
。

・
日
本
の
国
籍
を
有
し
な
い
者

・
禁
こ
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、
そ
の
執
行

が
終
わ
る
ま
で
、
ま
た
は
執
行
を
受
け
る

こ
と
が
な
く
な
る
ま
で
の
者

・
津
南
町
職
員
と
し
て
懲
戒
免
職
の
処
分
を

受
け
、
当
該
処
分
の
日
か
ら
２
年
を
経
過

し
な
い
者

・
日
本
国
憲
法
施
行
の
日
以
後
に
お
い
て
、

日
本
国
憲
法
ま
た
は
そ
の
下
に
成
立
し
た

政
府
を
暴
力
で
破
壊
す
る
こ
と
を
主
張
す

る
政
党
そ
の
他
の
団
体
を
結
成
し
、
ま
た

は
こ
れ
に
加
入
し
た
者

２ 

試
験
日
時
及
び
会
場

３ 

受
験
申
込
期
間
及
び
場
所

４ 

受
験
手
続

②
期
日
等　

８
月
下
旬
に
津
南
町
役
場
で

実
施
す
る
予
定
で
す
。
試
験
の
日
時
、
場

所
等
に
つ
い
て
は
、
決
定
次
第
対
象
者
に

通
知
し
ま
す
。
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大
地
の
芸
術
祭
通
年
プ
ロ
グ
ラ
ム「
２
０
２
３
年
の
越
後
妻
有
」開
催
中
！

　

越
後
妻
有
で
は
春
か
ら
秋
に
か
け
て
田
畑
を
耕
し
、
冬
は
豪
雪
の
中
か
ら
生
ま
れ
た
固
有
の
く
ら
し
が
営
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
地
に
は
、
繰
り
返
さ
れ
る
生
活
の
場
の
上
に
ア
ー
ト
作
品
が
設
置
さ

れ
て
い
ま
す
。
３
年
に
１
度
の
お
祭
り
で
あ
る
「
大
地
の
芸
術
祭 

越
後
妻
有
ア
ー
ト
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
」
の
会
期
外
も
、
土
地
と
深
く
結
び
つ
い
た
作
品
を
巡
る
旅
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

エリア 作品番号 施　設 時　間 4/29 ～ 7/28 7/29 ～ 8/27 8/28 ～ 11/5

十日町

T025 越後妻有里山現代美術館 MonET 10:00 ～ 17:00 火水以外 火水以外 火水以外
T120 うぶすなの家 11:00 ～ 15:00 土日祝 土日祝 土日祝

T173 鉢＆田島征三 絵本と木の実の美術館 10:00 ～ 17:00
（10・11 月は 16:00 まで） 火水以外 火水以外 火水以外

T201 越後田中文男文庫 10:00 ～ 17:00
（10・11 月は 16:00 まで） 土日祝 土日祝 土日祝

T214 もうひとつの特異点 10:00 ～ 17:00
（10・11 月は 16:00 まで） 土日祝 土日祝 土日祝

T325
T326

KISS & Goodbye
（土市駅、越後水沢駅）

10:00 ～ 17:00
（10・11 月は 16:00 まで） 土日祝 土日祝 土日祝

T409 JIKU #013 HOKUHOKU-LINE － 5/3,4,5,6,7 7/29,30,8/11,12,13,19,20 9/16,17,18,2324,10/7,8,9

川　西 K005 光の館 4 ～ 10 月は 12:00 ～ 15:30
11 月～は 11:30 ～ 15:00

毎日
※臨時休館：4/17 ～ 19

毎日
※臨時休館：6/5,6

毎日
※臨時休館あり

松　代

D053 まつだい「農舞台」 10:00 ～ 17:00 火水以外 火水以外 火水以外

D247 まつだい郷土資料館 10:00 ～ 17:00
（10・11 月は 16:00 まで） 火水以外 火水以外 火水以外

D365
D366 手をたずさえる塔

10:00 ～ 17:00
（10・11 月は 16:00 まで）

ライトアップは 21:00 まで
火水以外 火水以外 火水以外

D377
～ D379 松代城 10:00 ～ 17:00

（10・11 月は 16:00 まで） 火水以外 火水以外 火水以外

D387 妻有アーカイブセンター 10:00 ～ 17:00 － 土日祝 －
D331 奴奈川キャンパス 10:00 ～ 17:00 － 土日祝 －
D143 脱皮する家 11:00 ～ 16:00 宿泊者限定 土日祝 宿泊者限定

D320 黄金の遊戯場 10:00 ～ 17:00
（10・11 月は 16:00 まで） 土日祝 土日祝 土日祝

D209 静寂あるいは喧騒の中で／手旗信号の庭 10:00 ～ 17:00 － 土日祝 －
D266 ブランコの家 10:00 ～ 17:00 － 土日祝 －
D330 ドクターズ・ハウス 10:00 ～ 17:00 － 土日祝 －
D385 楽暮 D.I.Y の家 iju 10:00 ～ 17:00 － 土日祝 －

中　里

N079 Tunnel of Light（清津峡渓谷トンネル） 8:30 ～ 17:00 毎日 毎日 毎日

N072 磯辺行久記念
越後妻有清津倉庫美術館 [Soko]

10:00 ～ 17:00
（10・11 月は 16:00 まで） 土日祝 土日祝 土日祝

N060 船の家 10:00 ～ 17:00 － 土日祝 －

松之山

Y019 越後松之山「森の学校」キョロロ 9:00 ～ 17:00 火水以外 火水以外 火水以外

Y052 最後の教室 10:00 ～ 17:00
（10・11 月は 16:00 まで） 火水以外 火水以外 火水以外

Y072 家の記憶 10:00 ～ 17:00
（10・11 月は 16:00 まで） 火水以外 火水以外 火水以外

Y085 ギャラリー湯山 10:00 ～ 16:00 土日祝
※臨時休館：7/1,2

土日祝
臨時休館：8/5,6

土日祝
臨時休館：9/30,10/1

津南

M052 越後妻有「上郷クローブ座」 10:00 ～ 17:00
（10・11 月は 16:00 まで） 土日祝 土日祝 土日祝

M065 香港ハウス 10:00 ～ 17:00
（10・11 月は 16:00 まで） － 土日祝 土日祝

M037 Air for Everyone 10:00 ～ 17:00 － 土日祝 －
M076 妻有双六（かたくりの宿） 11:00 ～ 16:00 土日祝 火水以外 土日祝

M074 旧津南小学校大赤沢分校 10:00 ～ 17:00
（10・11 月は 16:00 まで） － 土日祝 土日祝

▼施設作品公開スケジュール

　

公
開
さ
れ
る
す
べ
て
の
作
品
を

１
回
ず
つ
（
２
回
目
は
共
通
チ
ケ
ッ
ト

提
示
で
個
別
鑑
賞
料
半
額
）
鑑
賞
で
き

る
チ
ケ
ッ
ト
（
一
部
対
象
外
作
品
あ
り
）

　

▼
販
売
金
額

　
　

一
般　

２
，
５
０
０
円

　
　

小
中
学
生　

１
，
０
０
０
円

　
　

小
学
生
未
満　

無
料

　

▼
販
売
場
所

　
　

津
南
町
観
光
協
会
ほ
か

　

地
元
か
ら
譲
り
受
け
た

農
具
を
楽
器
に
変
え
て
、

２
０
２
２
年
の
大
地
の
芸
術

祭
で
津
南
中
等
教
育
学
校

に
展
示
し
ま
し
た
。
プ
ロ
の

ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
で
あ
る
作

家
は
、
ゲ
ス
ト
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ

ン
と
と
も
に
農
具
を
使
っ
た

演
奏
を
行
い
、
津
南
中
等
教

育
学
校
の
生
徒
と
一
緒
に
ラ

イ
ブ
を
開
催
し
ま
し
た
。
楽

器
は
古
い
農
具
・
民
具
の
形

を
残
し
つ
つ
、
か
つ
て
の
使

用
方
法
を
踏
襲
し
た
音
色
を

奏
で
ま
す
。
２
０
２
３
年
以

降
は
越
後
妻
有
「
上
郷
ク
ロ
ー

ブ
座
」
に
移
設
し
、
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
し
て
展
示
し
て
い
ま
す
。

ほか野外作品 100 点以上

〈共通チケット販売中〉

M083「農具は楽器だ！」岡淳＋音楽水車プロジェクト（日本）（Photo Nakamura Osamu）

〈作品情報〉
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津南病院津南病院 い ろ い ろ 発見!発見!

　医療は受ける場所によって、次の三つに分かれます。
　　1. 病院や診療所の外来に通って受ける ：外来医療（外来診療）
　　2. 入院して受ける ：入院医療
　　3. 患者さんの自宅などで受ける ：在宅医療

　今回は、３の在宅医療の中の「訪問診療」についてお伝えします。
　訪問診療とは、疾病や傷病のため定期的な通院が困難なかたに対して、医師があらかじ
め診療の計画を立て、患者様やご家族の同意を得て定期的に自宅に赴いて行う診療です。
　津南病院では、患者様の病状により、月１～２回自宅へ伺って診察、薬の処方、検査、
処置を行っています。
　訪問診療で可能な検査は血液検査や各種細菌検査で、レントゲン、心電図、ＣＴ検査な
どは、病院に来ていただかなければできません。また、訪問診療で可能な処置は、褥瘡（床
ずれ）処置、経管栄養の管理、膀胱留置カテーテルの交換、在宅酸素療法、在宅自己注射
などですが、その他相談の上、可能な処置があれば行います。

　かかりつけ医として定期的に訪問し、地域内の様々な職種とも連携し安心できるような
在宅医療を目指しています。
　訪問診療のご相談、ご希望のかたは、
主治医や看護師、担当ケアマネージャー
などにご相談ください。

訪問診療について

副院長　佐 野 浩
ひろ

 斎
なり

▶︎次回は、「リハビリテーション科」について紹介します。

第６回



いきいき
大好き
津南町

広報 14令和５年５月号

〇毎日行う正しい歯みがき
〇よく噛んで食べる
〇規則正しい生活習慣
　など

プロの指導を受けて、自分で実践

定期的な歯科健診でチェック

〇歯・歯ぐきの清掃
〇歯・お口の病気チェック
〇正しい歯みがきの指導
〇歯・お口の健康を守る
　生活習慣のアドバイス
　など

プロフェッショナルケア セルフケア

　

歯
と
口
は
食
べ
る
こ
と
、
話
す
こ
と
な
ど
、
健
康
で
ゆ
た

か
な
毎
日
を
支
え
る
大
事
な
器
官
の
ひ
と
つ
で
す
。
毎
日
の

歯
み
が
き
や
生
活
習
慣
を
見
直
す
こ
と
で
、
病
気
の
予
防
に

つ
な
が
り
ま
す
。

６
月
４
日
〜
10
日
は

「
歯
と
口
の
健
康
週
間
」で
す

　
　

〜
健
康
な
毎
日
は
、健
康
な
お
口
か
ら
〜

　

 

お
口
の
健
康
を
守
る

　
　
　
　

定
期
的
な
「
歯
科
健
診
」

　

 

後
期
高
齢
者
を
対
象
と
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

歯
科
健
診

　

 

10
年
に
一
度
、
受
診
の
チ
ャ
ン
ス
!!

　

 

成
人
の
た
め
の
「
歯
周
病
検
診
」
　

 

お
口
の
衰
え
は
全
身
の
衰
え
に

　

つ
な
が
る「
オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
」

　

子
ど
も
の
頃
は
保
育
園
や
学
校
で
受
け
ら

れ
て
い
た
歯
科
健
診
で
す
が
、
大
人
に
な
る

と
個
人
で
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
「
忙
し
い
か
ら
後
に
し
よ
う
」「
痛
く
な
っ

た
ら
行
け
ば
い
い
」
と
思
っ
て
い
る
か
た
は

要
注
意
で
す
。

　

歯
を
失
う
主
な
原
因
は「
む
し
歯
」と「
歯

周
病
」
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
む
し
歯
や
歯

周
病
の
初
期
は
自
覚
症
状
が
な
く
気
づ
き
に

く
い
た
め
、
放
置
さ
れ
て
し
ま
い
が
ち
で
す
。

定
期
的
に
歯
科
医
院
で
歯
科
健
診
を
受
け
る

こ
と
で
、
歯
や
歯
ぐ
き
の
異
常
に
早
く
気
付

く
こ
と
が
で
き
、
早
い
段
階
で
処
置
ま
た
は

予
防
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
の
他
に
も

歯
み
が
き
の
仕
方
、
歯
の
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
な

ど
、
歯
と
口
の
健
康
に
役
立
つ
知
識
や
技
術

も
教
え
て
も
ら
え
ま
す
。
歯
科
医
院
で
専
門

的
な
ケ
ア
を
定
期
的
に
受
け
、
歯
と
口
の
ケ

ア
で
自
分
の
健
康
を
守
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

お
口
の
機
能
の
低
下
を
予
防
し
、
生
涯
に

わ
た
り
健
康
で
食
べ
る
楽
し
み
を
味
わ
う
こ

と
を
目
的
に
、
後
期
高
齢
者
を
対
象
と
し
た

「
歯
科
健
診
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

【 

対
象
者 

】　

76
歳
、
80
歳

　
（
令
和
６
年
３
月
31
日
現
在
年
齢
）
の
町
民

【 

期　

間 

】

　

個
別
に
随
時
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。
今
年

度
対
象
の
か
た
は
、
令
和
６
年
２
月
末
ま
で

に
健
診
を
受
診
く
だ
さ
い
。

※
費
用
、
方
法
に
つ
い
て
は
、
成
人
の
た
め

の
「
歯
周
病
検
診
」
と
同
様
で
す
。

　

津
南
町
で
は
、
成
人
の
た
め
の
「
歯
周
病

検
診
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

【 

対
象
者 

】　

40
歳
、
50
歳
、
60
歳
、
70
歳

　
（
令
和
６
年
３
月
31
日
現
在
年
齢
）
の
町
民

【 

期　

間 

】

　

個
別
に
随
時
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。
今
年

度
対
象
の
か
た
は
、
令
和
６
年
１
月
末
ま
で

に
検
診
を
受
診
く
だ
さ
い
。

【 

費　

用 

】

　

検
診
は
無
料
で
す
が
、
そ
の
後
治
療
が
必

要
と
な
っ
た
場
合
は
、
通
常
の
歯
科
診
療
費

が
か
か
り
ま
す
。

【 

方　

法 

】

　

案
内
通
知
と
受
診
券
が
届
い
た
か
た
は
、

左
記
の
い
ず
れ
か
の
歯
科
医
院
に
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

・
津
南
デ
ン
タ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク

・
村
山
歯
科
医
院

・
ナ
カ
ジ
マ
デ
ン
タ
ル
ス
タ
ジ
オ

　

オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
と
は
、
食
事
中
に
む

せ
た
り
食
べ
こ
ぼ
す
な
ど
、
お
口
の
機
能
に

さ
さ
い
な
衰
え
が
生
じ
て
き
た
状
態
の
こ
と

を
い
い
ま
す
。
将
来
、
要
介
護
に
な
ら
ず
、

健
康
で
自
立
し
た
生
活
を
維
持
す
る
た
め
に

は
、「
噛
み
に
く
い
」「
飲
み
込
み
に
く
い
」

な
ど
の
衰
え
の
サ
イ
ン
を
見
逃
さ
ず
、
早
め

の
予
防
・
改
善
が
と
て
も
大
切
で
す
。
気
に

な
る
症
状
の
多
い
か
た
は
、
早
め
の
お
口
の

ケ
ア
と
歯
科
医
院
で
チ
ェ
ッ
ク
を
受
け
る
こ

と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

●「歯周病」とは？
　歯周病は、歯槽膿漏（しそう
のうろう）ともいいます。細菌の
感染によって引き起こされる炎
症性の疾患です。
　初期段階では自覚症状はあり
ませんが、進行すると歯肉が腫
れて出血し、歯を支える骨が溶
け始め、最終的には歯が抜け落
ちてしまいます。
　また、動脈硬化や糖尿病など
を悪化させる一因にもなってい
ます。

歯科で行う 自分で行う

今月は
桑原 世奈

栄養士
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脳：脳卒中・ニコチン依存症

心臓：虚血性心疾患
肺：肺がん・結核・
　　慢性閉塞性肺疾患(COPD)

口：口腔がん・咽頭がん・
　　歯周病

内臓：胃がん・肝臓がん・
　　　すい臓がん・膀胱がん・
　　　子宮頸がん 末梢血管：動脈硬化

妊娠：早産・流産・死産
出産：低出生体重児・
　　　胎児発育遅延など

その他：2型糖尿病・
　　　　腹部大動脈瘤など

～毎年5月31日は世界禁煙デー、5月31日～6月6日は禁煙週間です～

皆さんは、たばこが身体へ及ぼす影響についてどのくらい知っていますか？
たばこは、吸っている本人だけでなく、その煙を吸う周囲の人へも悪影響を及ぼします。
たばこが身体にもたらす影響について正しく知り、自分と周りの人の健康を守りましょう。

　血管を収縮させ、血圧を上昇
させます。また、依存性が強く、
たばこをやめられないことを「ニ
コチン依存症」とも言います。

　たばこは、肺がんなどの様々ながんの発症リ
スクを高めるだけでなく、日本人の三大死因と
言われる脳卒中・虚血性心疾患といった病気の
リスクも高めます。（図①参照）
　また、妊娠中の喫煙は、早産や流産、死産の
リスクが高くなります。さらに出産後も低体重
や発育遅延、乳幼児突然死症候群（SIDS）を引
き起こすリスクが高いため、妊娠中・出産後の
喫煙は絶対にやめましょう。 図① 喫煙者がなりやすい病気

　たとえ短時間であっても受動喫煙により、頭痛や頻脈、皮膚温低下、血圧上昇がおき
たり、煙により目やのどの痛み、息苦しさ、動悸、めまいなどの症状が現れたりします。
　また、習慣的に受動喫煙している人は、咳や痰、息切れ、喘息といった症状が現れや
すく、さらには肺がんや脳卒中、虚血性心疾患など、喫煙者がなりやすい病気と同じ疾
患のリスクが高まります。
　子どもは、大人よりもたばこの悪影響を受けやすく、親や家族といった身近に喫煙者がいる場合、喘息
や気管支炎、発育遅延、むし歯といった症状・疾病のリスクが高まります。
　受動喫煙は、非喫煙者が気を付けるだけでは防ぐことができません。喫煙者のかたも、たばこを吸う時
は周囲の環境に配慮し、望まない受動喫煙をなくすためにご協力をお願いします。

　血液中のヘモグロビンと結合
し、全身の細胞を酸欠状態にし
ます。

● ニコチン

◇たばこを吸う人（喫煙者）への影響

◇たばこの煙を吸う人（受動喫煙）への影響

【お問合せ】 福祉保健課 健康班 ℡ 765-3114

　様々な発がん性物質、発がん
促進物質が含まれており、がん
になるリスクを高めます。

● タール ● 一酸化炭素

◇たばこの三大有害物質
　たばこの煙には、200種類以上の有害物質が含まれています。「ニコチン」・「タール」・「一酸化
炭素」は、その中でも特に有害性が高く、これら3つを『たばこの三大有害物質』といいます。

たばこの害について正しく知ろう！たばこの害について正しく知ろう！
今月は

滝沢 琴音
保健師
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金
婚
・
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
を

迎
え
ら
れ
る
皆
様
へ

く
ら
し

　

町
で
は
、毎
年
９
月
に
行
う
敬
老
事
業
で
、

金
婚
・
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
を
迎
え
ら
れ
る
ご

夫
婦
を
お
祝
い
し
て
お
り
ま
す
。
今
年
該
当

さ
れ
る
ご
夫
婦
は
、
次
の
と
お
り
お
申
し
出

く
だ
さ
い
。

■
対
象
者

［
金
婚
（
結
婚
50
年
）］
昭
和
48
年
に
結
婚
さ

れ
た
ご
夫
婦

［
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
（
結
婚
60
年
）］
昭
和
38

年
に
結
婚
さ
れ
た
ご
夫
婦

■
申
出
方
法

　

５
月
下
旬
～
６
月
中
旬
頃
に
各
ご
家
庭
に

回
覧
さ
れ
る
「
金
婚
・
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
夫

婦
調
査
票
」
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。
婚
姻

日
は
自
己
申
告
制
の
た
め
、
お
申
し
出
が
な

い
と
お
祝
い
の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

福
祉
保
健
課　

福
祉
班

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
４

　

行
政
相
談
で
は
総
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ

た
行
政
相
談
委
員
が
、
公
正
中
立
な
立
場
か

ら
、行
政
機
関
全
般
に
対
す
る
苦
情
や
意
見
、

要
望
を
お
聴
き
し
、
解
決
を
促
進
す
る
と
と

も
に
、
行
政
の
制
度
や
運
営
の
改
善
に
活
か

す
仕
組
み
で
す
。
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は

固
く
守
ら
れ
ま
す
。

■
相
談
内
容

　

医
療
保
険
、
年
金
、
福
祉
、
雇
用
、
道
路
、

河
川
な
ど
の
国
の
仕
事
に
つ
い
て

■
定
例
行
政
相
談
の
日
時
、
会
場

日
時　

毎
月
、
８
日　

午
前
９
時
～
正
午　

（
役
場
閉
庁
日
の
場
合
は
次
の
開
庁
日
）

場
所　

津
南
町
役
場
３
階　
　

■
津
南
町
の
行
政
相
談
委
員
の

　

交
代
の
お
知
ら
せ

【
退
任
】

　

永
い
間
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
た
め
、
ご

尽
力
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　

橋
野
弘
之
さ
ん
（
大
割
野
） 

２
期
４
年

　

藤
ノ
木
恵
美
子
さ
ん
（
秋
成
） 

２
期
４
年

【
新
任
】

　

村
山
昇
さ
ん
（
下
船
渡
）

　

田
中
ふ
み
子
さ
ん
（
中
深
見
）

■
お
問
い
合
わ
せ　

　

税
務
町
民
課　

町
民
班

　

℡
０
２
５
‐
７
６
５
‐
３
１
１
３

新
潟
県
休
日
労
働
相
談
会
の

開
催
に
つ
い
て

苦
情
・
要
望
を
ど
こ
に
相
談
し
た
ら

い
い
か
わ
か
ら
な
い
と
き
は
？

　

労
働
に
関
す
る
様
々
な
悩
み
事
に
つ
い

て
、
社
会
保
険
労
務
士
及
び
労
働
相
談
所
職

員
が
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。
相
談
は
無
料

で
、
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

■
日
時　

６
月
18
日
㈰

　

午
後
１
時
か
ら
４
時
30
分
ま
で

■
相
談
方
法

　

面
談
、
電
話
ま
た
は
オ
ン
ラ
イ
ン
形
式　

　
（Zoom

）

　

※
面
談
、
オ
ン
ラ
イ
ン
相
談
は
要
予
約

■
会
場　

新
潟
県
長
岡
地
域
振
興
局

　

長
岡
市
沖
田
２
丁
目
１
７
３
番
地
２

■
お
問
い
合
わ
せ

　

新
潟
県
労
働
相
談
所
（
労
働
相
談
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
）

　

℡
０
２
５
‐
２
８
１
‐
６
１
１
０

■
そ
の
他

　

平
日
（
月
～
金
（
祝
祭
日
、
年
末
年
始
除
く
）

午
前
９
時
～
午
後
５
時
）
も
職
員
に
よ
る
労
働

相
談
（
面
談
ま
た
は
電
話
）
を
行
っ
て
い
ま
す

の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
弁
護
士
相
談
や
産

業
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
よ
る
相
談
も
受
け
ら
れ

ま
す
（
要
予
約
）。

津
南
ひ
ま
わ
り
広
場

ア
ル
バ
イ
ト
募
集
！

募
　
集

　

津
南
町
で
は
、
７
月
28
日
㈮
か
ら
８
月
17

日
㈭
ま
で
開
催
さ
れ
る
津
南
ひ
ま
わ
り
広
場

の
ア
ル
バ
イ
ト
を
募
集
し
ま
す
。

■
仕
事
内
容

　

駐
車
誘
導
、
案
内
所
対
応
な
ど

■
雇
用
期
間

　

７
月
28
日
㈮
か
ら
８
月
17
日
㈭

■
就
業
時
間

　

午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

　
（
う
ち
休
憩
時
間
60
分
）

■
就
業
場
所

　

津
南
ひ
ま
わ
り
広
場

■
報
酬　

日
給
８
，
０
０
０
円

■
募
集
人
数　

若
干
名

■
応
募
方
法

　

応
募
用
紙
を
津
南
町
観
光
協
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
観
光
地
域
づ
く
り
課
で
入
手
し
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

観
光
地
域
づ
く
り
課

　

℡
７
６
５
‐
５
４
５
４

　

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

　

chiiki@
tow

n.tsunan.niigata.jp

か
わ
ら
ば
ん

暮らしの
情報満載

見
て
・
知
っ
て
・
得
を
す
る
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 津南町学術文化・スポーツ奨励賞受賞式
— ４月21日　役場大会議室 —

　令和４年度に優秀な成績を収めた個人や団体が表彰
されました。
　スポーツ部門で個人 19 名と 1 団体、学術文化部門
で個人 1 名と 5 団体と多くのかたが全国大会や世界大
会の舞台で活躍しました。

↑今年もさまざまなかたが受賞しました

↑半戸宝良さんによる受賞者代表の言葉

スポーツ部門　奨励賞
第 77 回国民体育大会　出場 本

もと

山
やま

　雄
ゆう

太
た

第 99 回東京箱根駅伝間往復大学駅伝競走　出場 山
やま

岸
ぎし

　柊
しゅう

斗
と

第 99 回東京箱根駅伝間往復大学駅伝競走 中
なか

澤
ざわ

　優
ゆう

希
き

2023FIS ノルディックジュニア世界選手権大会
男子 U20 スプリント 1.2km 他　出場 滝

たき

沢
ざわ

　育
いく

矢
や

第 77 回国民体育大会　出場 山
やま

岸
ぎし

　芽
め

生
い

令和 4 年度
第 101 回全国高等学校サッカー選手権大会　出場 石

いし

澤
ざわ

　賢
けん

汰
た

天皇杯第 101 回全日本スキー選手権大会
スプリント 1.4 ｋｍフリー他　出場 津

つ

端
ばた

　一
いっ

徹
てつ

令和 4 年度全国高等学校総合体育大会
水泳競技大会　出場 名

な

地
ち

　　奏
かなで

第 72 回全国高等学校総合体育大会スキー大会　出場 半
はん

戸
ど

　宝
たか

良
ら

男子第 73 回全国高等学校駅伝競走大会　出場 藤
ふじ

ノ
の

木
き

　剛
ごう

令和 4 年度全国高等学校総合体育大会
バスケットボール競技大会　出場　 八

や

重
え

沢
ざわ

　連
れん

第 24 回全国高等学校女子硬式野球選抜大会　出場 村
むら

山
やま

　　妟
あん

女子第３4 回全国高等学校駅伝競走大会 中
なか

島
じま

　　杏
あん

全日本中学生選抜スキー大会
５ｋｍクラシカル　６位 久

く

保
ぼ

田
た

美
み

有
ゆ

第 7 回全日本中学女子軟式野球大会　出場 桑
くわ

原
はら

　悠
ゆう

妃
き

JA 共済トーナメント日本リトルシニア中学硬式野球協会
第 13 回林和男旗杯野球大会兼信越連盟

創立 45 周年記念大会　出場
桑
くわ

原
はら

　大
やま

和
と

第 6 回 CBS 少年軟式野球
「６年生選抜大会」全国大会　出場 太

おお

田
た

　悠
はる

生
き

第 6 回 CBS 少年軟式野球
「６年生選抜大会」全国大会　出場 戸

と

祭
まつり

　蒼
そ

來
ら

高等学校相撲金沢大会　出場 津南中等教育学校
相撲部

学術文化部門　奨励賞
第８回高校生国際シンポジウム　最優秀賞 中

なか

澤
ざわ

　仁
ひと

成
なり

第８回高校生国際シンポジウム　最優秀賞 津南中等教育学校
Nexus（5 年生）

クエストカップ 2023 全国大会
1stステージ準企画賞

津南中等教育学校
Cmsam（3 年生）

学術文化部門　特別賞
クエストカップ2023全国大会　1stステージ出場 津南中等教育学校

こっとん（3 年生）

クエストカップ2023全国大会　1stステージ出場 津南中等教育学校
Fujipass（3 年生）

全国高校生マイプロジェクトアワード2022　出場 津南中等教育学校
雪輪（5 年生）

スポーツ部門　特別賞
内閣総理大臣杯第56回全日本社会人WL選手権大会　４位 風

かざ

巻
まき

　　光
ひかる
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南雲留里子

地
域
お
こ
し
協
力
隊
だ
よ
り

地
域
お
こ
し
協
力
隊
だ
よ
り

　

芦
ヶ
崎
地
区
担
当
、地
域
お
こ
し
協
力

隊
の
南
雲
留
里
子
で
す
。

　

雪
解
け
の
進
み
が
早
か
っ
た
今
年
で
す

が
、４
月
の
中
頃
、龍
ヶ
窪
池
の
管
理
者
さ

ん
の
後
に
つ
き
池
周
辺
の
管
理
作
業
を
行

い
ま
し
た
。別
日
に
は
、龍
ヶ
窪
対
策
委
員

会
の
皆
さ
ん
と
池
周
辺
の
ロ
ー
プ
張
り
な

ど
を
実
施
。地
域
で
古
く
か
ら
大
切
に
守

ら
れ
て
き
た
水
源
地
で
も
あ
る
こ
ち
ら
の

池
の
管
理
に
携
わ
る
こ
と
が
で
き
、感
無
量

の
２
日
間
で
し
た
。両
日
の
主
な
作
業
は
、

看
板
出
し
や
通
路
・
駐
車
場
の
掃
除
、水
道

の
栓
を
開
け
る
、公
衆
ト
イ
レ
の
掃
除
、異

変
箇
所
の
確
認
、倒
木
の
処
理
、駐
車
場
看

板
拭
き
や
龍
神
伝
説
の
書
か
れ
た
幕
を
設

置
す
る
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。一
番
大
掛
か

り
な
作
業
は
、池
周
辺
の
安
全
対
策
で
も

あ
る
ロ
ー
プ
張
り
で
す
。豪
雪
地
帯
の
津
南

町
で
は
雪
に
よ
り
冬
の
間
す
べ
て
が
埋
ま

り
ま
す
。ロ
ー
プ
を
張
る
鉄
の
支
柱
は
雪
の

降
る
前
に
一
本
一
本
撤
去
さ
れ
倉
庫
に
保

管
し
ま
す
。春
に
な
る
と
こ
う
し
て
ま
た
人

の
手
を
介
し
て
一
本
一
本
、設
置
さ
れ
て
い

く
の
で
す
。池
の
管
理
は
管
理
者
を
含
め
９

名
で
行
い
ま
す
。こ
れ
ま
で
何
気
な
し
に
足

を
運
ん
で
い
た
龍
ヶ
窪
池
で
す
が
、裏
方
の

作
業
を
共
に
す
る
こ
と
で
、毎
回
安
心
し
て

訪
れ
る
こ
と
が
で
き
て
い
た
の
だ
と
実
感
。

地
域
に
居
て
も
ま
だ
ま
だ
知
ら
な
い
こ
と

が
た
く
さ
ん
！
さ
ま
ざ
ま
な
人
の
活
躍
が

あ
り
楽
し
く
暮
ら
せ
る
毎
日
に
改
め
て
感

謝
の
気
持
ち
が
湧
き
上
が
り
ま
し
た
。

農
業
の

知
識

豆

令
和
５
年
度
の
農
業
分
野
に

お
け
る
デ
ジ
タ
ル
技
術
活
用
の

取
り
組
み
に
つ
い
て

１
、
情
報
通
信
環
境
整
備
事
業

　
　
【
取
組
主
体
：
町
】

２
、
中
山
間
地
域
農
業
デ
ジ
タ
ル
・

　
　

ス
マ
ー
ト
化
推
進
事
業

　
　
【
取
組
主
体
：
県
】

　

町
で
は
、
農
山
漁
村
振
興
交
付
金
（
国
事

業
）
を
活
用
し
て
、
町
内
の
農
業
農
村
イ
ン

フ
ラ
管
理
の
省
力
化
や
高
度
化
を
目
的
と
し

た
「
情
報
通
信
環
境
整
備
計
画
」
の
策
定
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

本
年
度
は
、
業
務
委
託
先
の
Ｎ
Ｔ
Ｔ
グ

ル
ー
プ
と
連
携
し
て
、
米
原
地
区
・
大
井
平

地
区
に
お
い
て
、
春
か
ら
夏
ま
で
、
水
田
セ

ン
サ
ー
や
自
動
給
水
装
置
を
活
用
し
水
管
理

の
自
動
化
に
向
け
た
試
行
調
査
を
行
う
こ
と

と
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
た
め
池
の
水
位
測
定
や
カ
メ
ラ
に

よ
る
監
視
、
園
芸
ハ
ウ
ス
で
の
セ
ン
シ
ン
グ

に
つ
い
て
も
、
安
定
的
な
運
用
が
可
能
か
効

果
を
測
定
し
て
い
き
ま
す
。

　

県
で
は
、
県
内
中
山
間
地
農
業
の
ス
マ
ー

ト
化
を
推
進
す
る
た
め
、
本
年
度
新
規
事
業

と
し
て
、
法
人
等
が
連
携
し
て
作
業
情
報
の

共
有
化
や
作
業
補
完
を
行
う
仕
組
み
の
構

築
、
ス
マ
ー
ト
農
業
機
器
の
本
格
実
装
に
向

け
た
試
験
運
用
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
て
お

り
、
津
南
町
内
を
事
業
実
施
フ
ィ
ー
ル
ド
と

し
て
設
定
し
て
い
ま
す
。

　

町
と
し
て
も
、
県
の
事
業
推
進
に
対
し
て

連
携
・
協
力
し
て
い
き
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

農
林
振
興
課
農
林
班　

　

℡
7
6
5
‐
3
1
1
5

〈
事
業
の
具
体
的
内
容
〉

①
津
南
町
内
の
３
法
人
を
対
象
に
、
農

作
業
応
援
ア
プ
リ
等
を
活
用
し
た
作

業
労
働
力
の
相
互
補
完
の
仕
組
み
づ

く
り
や
、
ほ
場
デ
ー
タ
・
生
育
情
報

な
ど
の
共
有
化
（
法
人
同
士
の
作
業
の

見
え
る
化
）
に
つ
い
て
法
人
連
携
の

モ
デ
ル
を
創
出

②
水
位
セ
ン
サ
ー
や
鳥
獣
セ
ン
サ
ー
な

ど
複
数
機
種
の
比
較
に
よ
る
効
果
測

定
・
把
握
や
、
意
識
啓
発
を
図
る
現

地
研
修
会
の
開
催
な
ど
を
実
施

春先設置の自動給水装置
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※変更となる可能性があります。

【大人の本】
●『大胆推理！ケンミン食のなぜ』 ……… 亜紀書房
●『帰ってきた生協の白石さん』 ………………… 講談社
●『日本の川』 ………………………………………………文一総合出版
●『信用2.0』 …………………………………………………朝日新聞出版
●『夜空に浮かぶ欠けた月たち』 …………… 窪

くぼ

　美
み

澄
すみ

●『街とその不確かな壁』 ……………………… 村
むら

上
かみ

　春
はる

樹
き

●『ぼんぼん彩
さい

句
く

』 ……………………………………宮
みや

部
べ

　みゆき
●『楊

よう

花
か

の歌』 …………………………………………………… 青
あお

波
なみ

　杏
あん

著

【子どもの本】 
●『雲の超図鑑』 ………………………………………… KADOKAWA
●『はなとりかえっこ』 ……………………………………… 偕成社
●『ふしぎ駄菓子屋銭天堂19』 …………………… 偕成社
●『アニメコミックおしりたんてい15』
 ……………………………………………………………………………………… ポプラ社
●『キャンピングカーのたび』 …………みねお　みつ
●『すいぞくかんのおいしゃさん』
 ………………………………………………………………………………… 大

おお

塚
つか

　美
み

加
か

●『ようかいむらのすいすいこいのぼり』
 ……………………………………………………………… たかい　よしかず
●『とりさんなんのぎょうれつ？』
 ……………………………………………………………… オームラ　トモコ

・・・
相
互
貸
借
サ
ー
ビ
ス

　
　
　
　
　

よ
く
あ
る
質
問
・・・

　

リ
ク
エ
ス
ト
の
あ
っ
た
本
を
、県
内
の

ほ
か
の
公
立
図
書
館
か
ら
取
り
寄
せ
て

貸
し
出
す「
相
互
貸
借
サ
ー
ビ
ス
」に
つ

い
て
、よ
く
あ
る
質
問
を
ま
と
め
て
み

ま
し
た
。

　

リ
ク
エ
ス
ト
の
や
り
方
は
？

　

図
書
室
に
置
い
て
あ
る「
リ
ク
エ
ス
ト

カ
ー
ド
」に
記
入
し
、窓
口
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。お
電
話
な
ど
で
も
受

け
付
け
て
い
ま
す
が
、別
の
図
書
と

の
間
違
い
を
避
け
る
た
め
、で
き
る
だ

け
カ
ー
ド
の
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

利
用
に
料
金
は
か
か
り
ま
す
か
？

　

無
料
で
利
用
可
能
で
す
。

　

本
を
リ
ク
エ
ス
ト
し
て
か
ら
ど
れ
く

ら
い
で
本
が
届
き
ま
す
か
？

　

依
頼
先
の
図
書
館
側
の
事
情
に
よ
っ

て
変
わ
り
ま
す
。早
け
れ
ば
数
日
以

内
に
届
く
場
合
も
あ
り
ま
す
が
、貸

出
中
や
人
気
の
本
な
ど
の
場
合
に
は

半
年
以
上
お
待
ち
い
た
だ
く
場
合
も

あ
り
ま
す
。

　

貸
出
期
間
は
？

　

約
３
週
間
で
す
。た
だ
し
、依
頼
先
の

図
書
館
へ
の
返
却
日
が
決
ま
っ
て
い

る
た
め
、受
け
取
り
に
来
る
の
が
遅

れ
た
場
合
は
そ
の
分
貸
出
期
間
が
短

く
な
り
ま
す
。期
間
の
延
長
な
ど
は

で
き
ま
せ
ん
。

　

公
民
館
図
書
室
の
本
を
６
冊
借
り
て

い
て
も
利
用
可
能
で
す
か
？

　

可
能
で
す
。本
の
届
く
日
に
ち
や
返

却
期
限
を
調
整
で
き
な
い
の
で
、通

常
の
冊
数
に
含
ま
ず
に
貸
し
出
し
し

ま
す
。

・・
図
書
室
か
ら
の
リ
ク
エ
ス
ト
の

　
　
　
　
　
　
　

際
の
お
願
い
・・

　

リ
ク
エ
ス
ト
本
を
相
互
貸
借
で
他
の

図
書
館
か
ら
借
り
る
こ
と
が
出
来
る
本

は
、発
売
後
か
ら
半
年
経
た
な
い
と
お

取
り
寄
せ
で
き
ま
せ
ん
。ま
た
半
年
経
っ

て
も
元
の
図
書
館
の
予
約
が
優
先
に
な

り
ま
す
の
で
、何
か
月
も
お
待
ち
い
た
だ

く
か
、お
取
り
寄
せ
で
き
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、他
館
で
人
気
の
本
は
購
入
を

検
討
し
ま
す
が
、お
取
り
寄
せ
で
き
な

い
本
を
全
て
購
入
す
る
こ
と
は
、予
算
の

都
合
上
厳
し
い
の
が
現
状
で
す
。

　

ま
た
リ
ク
エ
ス
ト
カ
ー
ド
に
は
、略
称

で
は
な
く
正
式
な
書
名
を
記
入
し
て
い

た
だ
き
、出
版
社
、筆
者
な
ど
分
か
る
範

囲
で
記
入
箇
所
を
埋
め
て
ご
提
出
く
だ

さ
い
。そ
う
し
て
い
た
だ
か
な
い
と
、ご

希
望
に
沿
わ
な
い
本
を
誤
っ
て
取
り
寄

せ
る
こ
と
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。こ
ち
ら

も
最
低
限
お
調
べ
を
し
て
お
取
り
寄
せ

を
し
ま
す
が
、万
が
一
誤
っ
て
い
た
場
合

対
応
が
遅
れ
て
し
ま
い
ま
す
。迅
速
な

対
応
を
行
い
た
い
の
で
何
か
と
ご
不
便

を
お
か
け
し
ま
す
が
、ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
休
館
日　

５
月
29
日
㈪
、６
月
26
日
㈪

スマホ失明

　人生 100 年時代、目が見えなくなった後の
人生をどう生きますか？デジタルデバイスの急
速な普及によって、若年層からスマホを利用し
ています。便利な世の中になる反面、「スマホ
失明」のリスクの急増が、日本にも押し寄せて
います。特に10 代では「急性スマホ内斜視」
が目立っています。皆さんも一度立ち止まって
利用の仕方を考えてみましょう。

川
かわ

本
もと

　晃
こう

司
じ

ＱＱ

ＱＱ

AA

AA A

Ｑ

広報ライブラリー
今月の１冊今月の１冊

５月 −皐
さ

月
つ き

−

５月の新着図書（HPでも検索できます）
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つ
な
ん
の
文
芸

短 歌

俳 句

雪
影

練れ
ん

習し
ゅ
う

は
二に

重じ
ゅ
う

マ
ス
ク
と
室へ

や

換か
ん

気き

ピ
ア
ノ
の
音ね

色い
ろ

華は
な

や
い
で
聞き

こ
ゆ
（
津
南
合
唱
隊
）

 

風
巻
淳
子

帰き

宅た
く

せ
る
浮う

か
な
い
顔か

お

の
吾あ

子こ

の
前ま

え

に

そ
っ
と
差さ

し
出だ

す
豆と

う

腐ふ

の
味み

噌そ

汁し
る 

江
村
美
智
代

靄も
や

か
か
り
足あ

し

元も
と

近ち
か

く
も
煙け

む

っ
て
い
る

出で

掛か

け
る
我わ

れ

は
前ま

え

が
見み

え
な
い 

小
島
香
代
子

夏な
つ

休や
す

み
吾あ

子こ

と
吾わ

れ

と
の
朝あ

さ

の
日に

っ

課か

リ
ズ
ム
合あ

わ
せ
て
田た

ん
ぼ
道み

ち

走は
し

る
（
風
菜
六
歳
）

 

江
村
大
輔

空そ
ら

に
照て

る
月つ

き

と
田た

の
面も

に
映う

つ

る
月つ

き

二ふ
た

つ
の
月つ

き

に
今こ

宵よ
い

明あ
か

る
し 

津
端
恵
子

わ
が
窓ま

ど

の
際き

わ

を
鋭す

る
ど

く
飛と

ぶ
ツ
バ
メ

腹は
ら

の
白し

ろ

さ
を
見み

せ
翻ひ

る
が
え

る 

貝
澤
圭
子

「
寛か

ん

解か
い

」
と
医い

師し

か
ら
漢か

ん

字じ

教お
し

え
ら
る

初は
じ

め
て
聞き

き
し
嬉う

れ

し
き
熟じ

ゅ
く

語ご 

関
谷
郁
子

　
　
　
　
　

温お
ん

泉せ
ん

に
友と

も

と
集つ

ど

ひい

ぬ
三み

年と
せ

ぶ
り
に

話は
な
し

は
尽つ

き
ず
風ふ

呂ろ

も
忘わ

す

れ
て 

恩
田
久
美
子

蔓つ
る

伸の

ば
し
小ち

い

さ
な
白し

ろ

き
花は

な

を
つ
け

小こ

刻き
ざ

み
に
揺ゆ

る
る
風ふ

う

船せ
ん

蔓か
ず
ら 

丸
山
直
子

岩
す
げ
俳
句
会
（
四
月
）

ヘ
ル
メ
ッ
ト
脱ぬ

い
で
弁べ

ん

当た
う

風か
ぜ

光ひ
か

る

石い
し

め
ぐ
り
元も

と

の
処と

こ
ろ

へ
蜥と

蜴か
げ

の
子こ

 

房　

良

点て
ん

滴て
き

の
あ
と
ぼ
ん
や
り
と
春は

る

の
夢ゆ

め

堂だ
う

押お
し

の
火く

わ

勢せ
い

鎮し
づ

ま
り
星ほ

し

誘さ
そ

ふ

 

千
年
雄

初し
ょ

七な
の

日か

や
見み

え
ず
と
も
見み

し
春は

る

の
月つ

き

ス
キ
ッ
プ
し
子こ

供ど
も

等ら

向む

か
う
雪ゆ

き

ま
つ
り

 

守　

人

苗な
へ

床ど
こ

の
土つ

ち

の
匂に

ほ

ひ
と
小こ

半は
ん

日に
ち

墓は
か

の
雪ゆ

き

除の

け
て
父ふ

母ぼ

と
の
会か

い

話わ

か
な

 

渡　

舟

雪ゆ
き

割わ
り

草さ
う

身み

を
の
り
だ
し
て
川か

は

の
ぞ
く

宅た
く

配は
い

便び
ん

も
の
ん
び
り
走は

し

る
春は

る

の
昼ひ

る

 

壽　

子

フ
レ
ー
ム
の
ま
だ
冷つ

め

た
く
て
車く

る
ま

椅い

子す

ぎ
ふ
て
ふ
の
今け

朝さ

生あ

れ
し
ら
む
風か

ぜ

の
ま
ま

 

緑　

水す
い

槽そ
う

の
やよ

う
に
あ
か
る
む
夜よ

る

の
窓ま

ど

を

雪ゆ
き

下く
だ

り
き
ぬ
氷ひ

魚を

の
ご
と
く
に 

小
野
寺
恒
代

長な
が

雨あ
め

の
止や

み
て
夕ゆ

う

陽ひ

は
柿か

き

の
木き

に

カ
ナ
カ
ナ
蝉ぜ

み

の
初は

つ

音ね

響ひ
び

か
す 

高
橋
春
枝

桜さ
く
ら

花ば
な

折お

れ
し
枝え

だ

に
も
蕾つ

ぼ
み

持も

ち

頑が
ん

張ば

る
様さ

ま

に
声せ

い

援え
ん

送お
く

る 

麻
績
初
恵

咲さ

き
盛さ

か

る
芝し

ば

桜ざ
く
ら

の
香か

を
運は

こ

び
く
る

五ご

月つ
き

真ま

昼ひ
る

の
沢さ

わ

風か
ぜ

や
さ
し 

鈴
木
綾
子

長
生
学
園

白し
ろ

二
匹ひ

き

黒く
ろ

一
匹ぴ

き

の
名な

を
呼よ

べ
ば

ウ
ー
パ
ー
ル
ー
パ
ー
吾あ

に
寄よ

り
て
く
る

 

中
村
武
子

八
日か

よ
り
五
類る

い

移い

行こ
う

の
新し

ん

コ
ロ
ナ

マ
ス
ク
外は

ず

し
て
笑え

顔が
お

を
交か

わ
す 

島
田
眞
之
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日
本
は
、
皆
年
金
制
度
の
国
で
す
。

20
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金
保
険
料

を
忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

※
詳
し
く
は
、
年
金
事
務
所
か
ら

送
付
さ
れ
ま
す
チ
ラ
シ
や
左
記

年
金
機
構
特
設
案
内

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

　

令
和
４
年
４
月
１
日
以
降
に
初
め

て
年
金
制
度
へ
加
入
す
る
か
た
（
20

歳
に
到
達
し
た
か
た
、
20
歳
前
に
厚
生
年

金
被
保
険
者
と
な
っ
た
か
た
等
）
に
対
し
、

年
金
手
帳
に
代
わ
り
、
基
礎
年
金
番

号
通
知
書
が
交
付
さ
れ
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。

※
す
で
に
年
金
手
帳
を
交
付
さ
れ
て

い
る
か
た
に
は
、
基
礎
年
金
番
号

通
知
書
の
交
付
は
行
わ
れ
ま
せ
ん
。

※
年
金
手
帳
は
、「
基
礎
年
金
番
号
を

明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
書

類
」
と
し
て
、
引
き
続
き
、
年
金
の

　

毎
年
６
月
に
、
年
金
を
受
給
さ
れ

て
い
る
か
た
に
、
１
年
分
の
「
年
金

支
払
額
」
等
を
ま
と
め
て
お
知
ら
せ

す
る
ハ
ガ
キ
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
年
金
振
込
通
知
書
と
年

金
額
改
定
通
知
書
が
一
体
と
な
っ
た

も
の
で
、
送
付
時
期
は
、
毎
年
６
月

上
旬
頃
と
な
っ
て
い
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】

六
日
町
年
金
事
務
所

　

℡
０
２
５
‐
７
１
６
‐
０
０
０
８

 

（
自
動
音
声
案
内
①
を
押
し
た
後
、
②

を
押
し
て
く
だ
さ
い
。）

税
務
町
民
課 

町
民
班

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
３

＜実施された行事＞
〔４月〕
	 21日	 町学術文化・スポーツ奨励賞
	 	 表彰式（議長）
	 26日	 町身体障害者互助会定例総会
	 	 （議長）
	 27日	 所管事業成果巡視（産業建設
	 	 常任委員会）
〔５月〕
	 ３日	 町二十歳のつどい（正副議長）
	 ９日	 総文福祉常任委員会
	 ９日	 全員協議会
	 10日	 町観光協会通常総会（産建委員長）

＜今後予定されている行事＞
〔５月〕
	 23日	 全国町村議会議長会
	 	 議長・副議長研修会（東京）
	 31日	 県特別豪雪地帯市町村議会
	 	 協議会定期総会（議長）
〔６月〕
	 １日	 一般質問通告期限
	 ６日	 県町村議会議長会第１回
	 	 臨時総会（議長）
	 ７日	 議会運営委員会
	 ７日	 全員協議会
	 14日	 第２回定例会開会

　前月までに100日運動カードを提出いただいた
かたを、このコーナーでご紹介します（敬称略）

健康体力づくり健康体力づくり100日運動100日運動

 7400日 中村チエ子（堂平）　
 3200日 大倉マツ（小下里）
 2900日 板場喜恵子（辰ノ口）
 1600日 清水政利（大割野）
 1200日 桑原理恵（貝坂）
 500日 富沢美津代（船山新田）
 200日 久保田千枝（越手）
 100日 小林幸枝（船山）

主な運動：ゲートボール、ラジオ体操、ウォーキング、
 　　　　 水中運動、健骨体操　他

登録はこちら
登録補助の
詳細はこちら

新潟県では、独身男性、独身女性の出会いをサポートをする
ために、婚活マッチングシステム「ハートマッチにいがた」
を導入しました。結婚を希望する 20 歳以上の独身で、新潟
県に在住のかた、県内にお勤めのかた、または新潟県へ移住
を希望するかたならどなたでも登録することができます。
津南町は登録料金の補助を行っています。補助の詳細は右記
QRコードからご覧ください。

手
続
き
に
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
の

で
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
こ
と
に
伴
い
、
年
金
手
帳
を

紛
失
し
た
か
た
で
再
交
付
を
希
望
す

る
か
た
に
対
し
、
基
礎
年
金
番
号
通

知
書
を
交
付
し
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】

六
日
町
年
金
事
務
所

　

℡
０
２
５
‐
７
１
６
‐
０
０
０
８

 

（
自
動
音
声
案
内
①
を
押
し
た
後
、
②

を
押
し
て
く
だ
さ
い
。）

年
金
年
金
コ
ー
コ
ー

      

ナ
ー
ナ
ー

議会コーナー

～～
2020
歳
に
な
っ
た
ら

歳
に
な
っ
た
ら

　
　
　
　

国
民
年
金
～

　
　
　
　

国
民
年
金
～

国
民
年
金
手
帳
か
ら
基
礎
年
金

国
民
年
金
手
帳
か
ら
基
礎
年
金

番
号
通
知
書
へ
の
切
り
替
え

番
号
通
知
書
へ
の
切
り
替
え

６
月
に
は「
年
金
振
込
通
知
書
・

６
月
に
は「
年
金
振
込
通
知
書
・

年
金
額
改
定
通
知
書
」が
送
付

年
金
額
改
定
通
知
書
」が
送
付

さ
れ
ま
す

さ
れ
ま
す



Tsunan  a l l  p e o p l e

広報 22令和５年５月号

苗
場
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク

苗
場
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク

か
く
れ
た

発
見
し
隊
！

か
く
れ
た

発
見
し
隊
！
魅
力
魅
力

　

Ｔ
ａ
ｐ
で
は
、年
２
回
登
山
や
ト
レ
ッ
キ

ン
グ
の
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
て
い
ま
す
。今
回
は

平
標
山
登
山
に
挑
戦
‼
清
々
し
い
山
の
中
で

今
し
か
見
ら
れ
な
い
景
色
を
一
緒
に
楽
し
み

ま
せ
ん
か
？

■
日　

時

　

７
月
１
日
㈯　

午
前
６
時
30
分
役
場
集
合

■
ル
ー
ト

　

平
標
山
登
山
口
→
松
手
山
コ
ー
ス
→

　

平
標
山
山
頂
→
平
元
新
道
→

　

上
信
越
自
然
遊
歩
道
→
平
標
山
登
山
口

　

※
雪
ど
け
等
の
状
況
に
よ
り
コ
ー
ス
が
変

更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
対　

象　

18
歳
以
上
の
か
た

■
参
加
費　

Ｔ
ａ
ｐ
会
員　

２
，２
０
０
円

　
　
　
　
　

非
会
員　
　
　

３
，３
０
０
円

■
定
員　

20
名　

※
定
員
に
な
り
次
第
〆
切

■
お
申
し
込
み　

６
月
26
日
㈪
ま
で

T
a
p
登
山
イ
ベ
ン
ト
参
加
者
募
集

ク
ア
ハ
ウ
ス
津
南

■お問い合わせ　クアハウス津南　℡ 025-765-3711

■お問い合わせ　ジオパーク推進室　℡ 765-1600

第８回フォトコンテスト　冬部門優秀賞
「雪明かり」撮影：茂

しげ

野
の

孝
たか

志
し

さん

第７回フォトコンテスト入賞作品展示の様子
（栄村役場２階ホール）

　

苗
場
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク
の
大
地
・
動
植
物
・

人
の
暮
ら
し
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
魅
力
が
再
発

見
で
き
る
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
。

　

毎
年
た
く
さ
ん
の
か
た
か
ら
ご
応
募
い
た

だ
き
、雄
大
で
美
し
い
写
真
ば
か
り
で
な
く
、

残
し
て
お
き
た
い
祭
や
暮
ら
し
の
一
場
面
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
苗
場
山
麓
の
様
子
に
目
を
う

ば
わ
れ
ま
す
。

　

第
９
回
と
な
る
今
年
も
募
集
を
開
始
し
ま

す
。
ジ
オ
サ
イ
ト
の
迫
力
あ
る
景
観
や
そ
れ

を
楽
し
む
人
の
姿
、
ジ
オ
サ
イ
ト
と
共
に
暮

ら
す
人
の
営
み
や
伝
統
文
化
・
行
事
・
祭
り
、

苗
場
山
麓
に
生
き
る
動
植
物
の
た
く
ま
し
い

　

ま
た
、
栄
村
役
場
に
て
昨
年
行
わ
れ
た
第

８
回
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
の
入
賞
作
品
26
点

の
展
示
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

ぜ
ひ
足
を
運
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

　

場
所
：
栄
村
役
場
２
階
ホ
ー
ル

　

期
間
：
７
月
15
日
㈯
～
８
月
31
日
㈭
ま
で

　

観
覧
時
間
：
午
前
９
時
～
午
後
５
時　

＊
土
日
祝
日
は
日
直
に
声
を
か
け
て
お
入
り

く
だ
さ
い
。

＊
津
南
町
で
は
、
農
と
縄
文
の
体
験
実
習
館

な
じ
ょ
も
ん
に
て
、
12
月
３
日
か
ら
展
示

す
る
予
定
で
す
。

■
お
申
し
込
み
先　

N
P
O
法
人
Ｔ
ａ
ｐ

（
町
総
合
セ
ン
タ
ー
内　

℡ 

７
６
５
‐
５
７
７
６
）

　

繁
忙
期
を
迎
え
ま
し
た
。農
作
業
に
も
デ

ス
ク
ワ
ー
ク
に
も
効
果
的
な「
始
業
前
の
ス

ト
レ
ッ
チ
」を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

【
腰
痛
軽
減
】

　

脇
腹
、背
中
、上
半
身
の
ス
ト
レ
ッ
チ
。タ
オ

ル
を
張
り
、体
を
横
へ
倒
し
ま
す
。筋
肉
刺
激

が
増
え
ま
す
。

【
ボ
デ
ィ
ス
ト
レ
ッ
チ
教
室
も
開
催
中
】

・
毎
週
火
曜
日

　

午
後
２
時
15
分
か
ら
45
分
間

・
毎
週
金
曜
日

　

午
後
６
時
30
分
か
ら
45
分
間

※
祝
日
は
教
室
が
休
講
と
な
り
ま
す
。

【
酸
素
カ
プ
セ
ル
】

　

ク
ア
ハ
ウ
ス
津
南
で
は
、酸
素
カ
プ
セ

ル
農
繁
期
応
援
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施

中
。通
常
３
，０
０
０
円
→
１
，５
０
０

円
で
ご
利
用
い
た
だ
け

ま
す
。（
60
分
間
）

※
ご
利
用
に
関
す
る

　

注
意
事
項
あ
り
。

※
要
予
約

・始めは右へ、左へと交
互に。

・慣れてきたら体側の伸び
を維持したまま前へ倒れ

（お辞儀）反対側から起
き上がるように上半身を
回転させましょう。

生
命
力
な
ど
を
と
ら
え
た
写
真
を
ご
応
募
く

だ
さ
い
。

応
募
締
切
…
12
月
27
日
午
後
５
時

　

応
募
に
関
す
る
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、

苗
場
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま

た
は
、
役
場
・
観
光
協
会
・
な
じ
ょ
も
ん
等

に
置
い
て
あ
る
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
チ
ラ
シ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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〇松山賢展
　火がつくる文様絵画と土器彫刻－縄文文化との接点－
　会　期：4月29日㈯～8月20日㈰
入場料：無料

　多様な文様をもつ縄文時代の資料とともに、松山賢氏による縄文アート・

絵画・野焼彫刻など、縄文文化からインスピレーションを得た作品をご覧

いただきます。

〇苗場山麓ぶらり旅～辰ノ口・鹿渡地区～
　日　時：6月3日㈯　午前9時～12時
体験料：無料
対　象：小学3年生～大人

　苗場山麓ジオパーク推進室の佐藤雅一さんとともに津南町の辰ノ口・

鹿渡地区を歩きます。

〇ホタル観察会
　日　時：6月24日㈯　午後７時30分～９時
体験料：500円　※友の会会員は半額
対　象：小学1年生～大人

　水がきれいなところにしか生息しないホタル。幻想的な夜を過ごしましょう。

〇苗場山麓ジオパークガイドブック実践編の販売
　持ち歩き容易な A5 判の小冊子『苗場山麓ジオパークガイドブック実践編』を作成して

います。

　発行済みの 8 冊に加え、新たに「前倉橋〜蛇淵の滝コース」・「小赤沢・屋敷・布岩コース」

の 2 冊を発行しました。専用のバインダーは 1 冊 500 円、実践編各コースは 1 冊 250 円（10

冊まとめて購入すると 2,250 円）で販売しています。

〇刊行図書のお知らせ
　津南学叢書第44輯　『史跡沖ノ原遺跡』……………………………1,500円
　沖ノ原遺跡は昭和 47 〜 48 年に発掘調査され、火焔型土器や竪穴住居が多く確認さ

れています。当時の調査や平成 29 年から始まった確認調査の様子や資料の写真をふん

だんに使った図録となります。

写真の絵・模様の絵・盛り
（地上の夜）

苗場山麓ぶらり旅

ホタル観察会

『史跡沖ノ原遺跡』

『苗場山麓ジオパーク
ガイドブック実践編』

６月 【なじょもん☎ 765-5511】 予約受付中 ! 当日受付も可
※ただし定員になり次第締切ります

日 時 プログラム 金額 対 象

3日㈯ 9:00～12:00 苗場山麓ぶらり旅～辰ノ口・鹿渡地区～ 無料 中学年以上

4日㈰ 10:00～12:00 カラムシの糸撚り 1,000 中学年以上

10日㈯ 10:00～11:00 苔玉づくり 700 低学年以上

11日㈰ 10:00～11:30 そば打ち 1,500 中学年以上

17日㈯ 10:00～11:00 弓矢づくり 300 低学年以上

18日㈰ 10:00～12:00 アンギン編み　初級編 1,000 中学年以上

24日㈯ 19:30～21:00 ホタル観察会 500 低学年以上

25日㈰ 9:00～10:30 身近な薬草 500 低学年以上
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この紙は
再生紙を
使っています

表
紙
の
写
真　

二
十
歳
の
つ
ど
い
で
撮
影
し

た
笑
顔
が
ま
ぶ
し
い
１
枚
で
す
。天
気
に
も
恵

ま
れ
、久
し
ぶ
り
に
再
会
し
た
友
人
や
恩
師
と

思
い
出
や
夢
に
つ
い
て
語
っ
て
い
ま
し
た
。

■人口8,771（−16）　男4,254（−19）　女4,517（＋３）

■世帯数3,449（−１）　■転入／ 24　■転出／ 26　■出生／３　■死亡／ 17　■婚姻／０５月１日現在（　）内は前月比

津 南 町 の 人 口

宮澤政太郎さん	 （93歳・卯之木）

半戸　　勝さん	 （97歳・中子）

鈴木　マスさん	 （103歳・大割野）

涌井　一雄さん	 （83歳・十二ノ木）

桑原マサノさん	 （98歳・貝坂）

久保田三次郎さん	 （95歳・羽倉）

髙橋　由造さん	 （93歳・見玉）

丸山　サイさん	 （101歳・押付）

藤ノ木幸夫さん	 （89歳・大割野）

宮澤　テルさん	 （96歳・卯之木）

藤ノ木キノイさん	 （88歳・太田新田）

樋口　幸男さん	 （83歳・辰ノ口）

石橋　ツネさん	 （94歳・陣場下）

桑原　和男さん	 （64歳・反里口）

　

５
月
３
日
に
二
十
歳
の

つ
ど
い
の
取
材
に
行
き
ま

し
た
。自
分
の
二
十
歳
の
こ
ろ
を
思
い
出
し
、

ま
た
気
が
引
き
締
ま
り
ま
し
た
。二
十
歳
の
み

な
さ
ん
の
ま
す
ま
す
の
ご
活
躍
を
お
祈
り
し

て
お
り
ま
す
。地
震
が
き
た
り
突
然
寒
く
な
っ

た
り
暑
く
な
っ
た
り
と
、気
の
抜
け
な
い
日
々

が
続
き
ま
す
が
、頑
張
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
！

	

反
り
目
直
史

大口　菜
な

花
な

（米原） 健太さん
 亜紀さん

涌井　陽
はる

史
ふみ

（大割野） 健太さん
 あゆみさん

　５月８日、新型コロナウイルス感染症が「５類」に移行。この間、
３年余り、あんなこともあったし、こんなこともあったなとふり返り
ました。ご協力いただいた町民・事業者の皆さまや、医療・介護に携
わる皆さまなどに心から感謝申し上げます。引き続き、平時への移行
に向け、警戒本部により対応にあたってまいります。
　ふり返りますとこの間、マスク越しのあいさつや会話で気兼ねせざ
るを得ない状況が長く続き、相手と表情や言葉で心を通わせるという
意味では、コミュニケーション不足を生じていた年月でもあったよう
に思います。しかし、この感染流行が与えた影響は、決して負の面ば
かりではありません。以前は技術的にはあったものの、普及していな
かったオンライン会議が一般化したことや、電子決済の普及、地域医
療の重要性への再認識など、この困難を乗り越えるなかで得られたこ
とも多かったと思います。私たちは、この困難で辛かった面よりも、
得られた進歩にも着目して、今後の事業展開を考えていかなければな
らないと考えています。
　町では昨年から、他の地域との差別化により、これまで以上に町全
体の価値を高めるために、「ゆき みず だいち　つなんまち」をブラン
ドスローガンとして、力強く発信していこうとさまざまな準備を重ね
ています。５月３日の二十歳のつどいでも、これからを担う若い皆さ
まのご意見も伺い、「今この町に住んでいる人も、今は離れて生活し
ている人も、この津南町をともに盛り上げ、と
もにつくっていきましょう」と呼びかけました。
ここ数年、町はさまざまな企業からも注目を浴
びており、町民の皆さまとしっかり手をとり、
ここの魅力を伝えることで、他の地域に負けな
い力を発揮できるものと信じております。

町長の部屋 〜2
つ

7
な

0
ん

ちゃんねる〜 津南町長　桑原　悠

町長がさまざまなことをお伝えしていきます！

　

町
で
は
町
政
の
進
展
に
多
大
な
功
績
が
あ
っ
た
か
た
を
「
町
政
功
労
者
」
と
し
て

表
彰
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
こ
こ
に
紹
介
す
る
２
名
の
か
た
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 町
政
功
労
者

令
和
５
年
度

消防防災功労

32年の長きにわたり、消防
団員としてよくその重責を
勤め、消防防災活動に尽力
されました。

村山 仁志さん
（朴ノ木坂）

消防防災功労

39年の長きにわたり、消防
団員としてよくその重責を
勤め、消防防災活動に尽力
されました。

滝沢 満春さん
（赤沢）

なじょもんで開催中の
松山賢 展を見てきました！

戸 籍 の 窓


